
日本赤十字社辰巳ビル新築工事
短期間での設計・施工を実現

１． 工事概要

建 築 主 日本赤十字社

建 設 地 東京都江東区辰巳

敷地面積 ㎡11,706.60

建築面積 ㎡3,802.27

延床面積 ㎡17,876.13

階 数 地上６階・地下無し

最高高さ 30.15ｍ

構造種別 純ラーメン構造

鉄筋コンクリート造（プレストレスト構造）

設計監理 （株）現代建築研究所

構造設計 （株）織本匠構造設計研究所

施 工 （株）大林組

ＰＣ工事 オリエンタル建設（株）



２． 建築概要

当建物は、日本赤十字社血液事業本部の合理化の一環として、現血液センター統廃合実現のた

め計画されました。施設内容は血液事業本部の事務系の一部と中央血液研究所、東京都赤十字血

液センター及び献血供給事業団です。

中央血液研究所は、全国の血液センターに関わる血液検査を中心に、血液全般の研究及び血液

センターで使用する資材の研究開発等が主業務です。血液センターは、ドナーから提供された血

液を輸血用血液製剤に加工、各医療機関等へ供給する業務を行っています。その間製剤としての

的確性を担保するための検査業務にも多くの面積を使用しています。献血供給事業団は、センタ

ーの供給部門の業務の１部を担っています。

６階 屋上緑化 設備機械室 屋外設備機器置場

５階 事業本部エリア

４階 中央研究所エリア

３階 東京都血液センターエリア

２階 東京都血液センターエリア

１階 東京都血液センターエリア

免震層

図１ 用途分布図

施設の特徴として、清潔度が要求され、クラス1000の無菌室から100,000の作業室の他、血液保

存用の冷凍（－４０℃ ・冷蔵庫があります。昨年施行された薬事法改正に伴いＧＭＰ基準が厳し）

くなり、製品、人、物の動線を明確に分離することが求められ、厳密な差圧管理も義務付けられ

ています。また、外部の開口部は、すべてＦＩＸとし虫対策を施しています。統廃合計画も初期

段階で、将来の内部改造も予想され、全フロア二重床（３５０ｍｍ）を採用しその対応に備えて

います。

センターコアの周辺に廊下を改修させる平面計画とし,外周部に執務スペースを確保し、内部廊

下に光を取り入れるためのボイドを設けこれを設備の排気シャフトとしても利用しています。

業務の性格上、血液搬送のための車両の出入り、血液供給用の緊急車両等で、広い駐車場の必

要に加え、街頭採血のためのバスの発着準備のためプラットホームも設けています。また、災害

時の活動が求められるため設計条件で免震構造を採用し、加えて辰巳地区の地質特性から液状化

対策も行っています。

製剤エリア

設備室



３． 設計コンセプト

当計画の最大の課題は、１６ヶ月で竣工しなければならない設計･工事の工程検討でした。工事

的には、敷地の空地が広く幹線道路に至近で、法的規制のかかる近隣がWOWOW一軒であったのが幸

いしました。

工期短縮のための主な配慮事項

１）許可申請審査期間中に確認申請を含めた諸申請を完了

２）ＧＬを現状地盤＋500ｍｍとして根切量を削減

３）オープンカットによる根切工法

４）免震階階高縮小（二重床高150ｍｍ）

５）地盤改良工事の先行発注

６）杭工法に高支持力中堀工法（Hyper NAKS工法）の採用

７）純ラーメン構造とし躯体のＰＣ化

８）小梁に鉄骨を採用

９）床版に鉄筋組み込みデッキを採用、現場組み立て

１０）均等スパン、階高統一によるＰＣ部材の標準化

１１）当初階数を６から５に変更

１２）平面計画のフレキシブル性による柱本数の低減

１３）乾式工法の徹底（外壁ＰＣ、押出し成型セメント板）

１４）天井懐を大きめに設定、設計期間の短縮

１５）設備縦シャフト屋外露出、各階バルコニーに屋外機設置

表１ 設計・工事工程表



４． 構造計画

本建物は、輸血用血液の検査、調製、保管を行うとともに医療機関等への搬送拠点とな

る施設であるため、大地震発生時の損傷防止、大地震発生後の機能維持が求められたこと

から免震構造を採用しました。

、 、 、建物形状は軒の高さが30.0ｍ 平面形状がＸ方向70.0ｍ Ｙ方向47.2ｍの長方形であり

６階部で平面形状が小さくなるものの整形な建物です。

図２ 基準階概略図

図３ 架構概略図
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５． 免震構造

免震構造は、レベル２地震動を受けても建物はもとより検査・研究機器に損傷を起こさ

ず、地震発生直後においても血液搬送の機能を維持できるよう耐震判定基準を定め、設計

を行っています。免震材料は、ねじれ剛性を確保するため外周部に鉛プラグ入り積層ゴム

支承を内部に転がり支承を配置し、付加減衰装置としてオイルダンパー（ＢＳＤ）を用い

ています。

表２ 耐震判定基準

項 目 レベル１地震動 レベル２地震動

部材の状態 短期許容応力度以内 短期許容応力度以内

上部構造 層間変形角 1／1000 以下 1／500 以下

加速度 150cm/sec 以下 250cm/sec 以下2 2

免震層 最大変位 20cm以下 45cm以下

表３ 免震材料一覧

装置名 鉛プラグ入り積層ゴム支承 転がり支承 オイルダンパー

［ＬＲＢ］ ［ＣＬＢ］ ［ＢＳＤ］

基数 ３２基 １３基（２基） Ｘ：４基・Ｙ：４基

材料

形状

図４ 免震材料配置図
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６． 現場施工

本工事は、高品質を確保すると共に全体工事を ヶ月、１階立上り以上のＰＣa躯体工9
事を約 ヶ月とする施工計画が組まれ、１層（約3500㎡）を５～６日間で施工をしまし2
た。

図５ 仮設計画図 図６ ＰＣa工事サイクル施工フロー

図７ 架設手順
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